
概　報

553．317：550．85（521．51）

山梨県殿入沢砂鉄鉱床調査報告

宮本弘道＊
藤本辮，藏＊＊

蒔津老人＊．
長岡東洋男＊＊

IronSandOre：BedsofTo皿oirisawa，Yamanashi：Prefecture

By

Hiromichi　Miyamoto，Takato　Tokitsu，1BenzO　Fujimoto

　　　　　　＆Toyoo　Nagaoka．

　　　　　　　　Abstract

　　There　are　about　thirty　outcrops　of　iron　sand　beds，occurred　in　Tertiary　formation

developed　about2km　alohgサalley　slope，at　Tonoirisawa，Nishikatsura－machi，Yalna血ashi

Prefecture．Principal　iron　sand　beds　are　fotmd　at　Tobinasawa，Mamyama，Kaiseki，Kinpo

etc．It　is　not臣recognized　that　strong　magnetic　parts　separated　by　permanent　magnet　with

600gauss　are　more　than9男in　titan　contents。Titan　contents　of　their　residual　parts　are

less　than　that　of　the　strong　magnetic　parts．

1．緒　　言

　昭和29年度山梨県下の第三紀層中の砂鉄層に関する概

査を実施し，そのうち特に酉桂町殿入沢附近のものに関

し，精査の必要を認め，昭和30年7月21日から15日間調

査を実施したので1こ》に結果を報告する。

　調査に際して宮本および時津が地質鉱床調葺を，藤本

および長岡が地形測量を担当した。

2．位置・交通および鉱区

　2．1位置および交逼（第1図参照）・　’

　調査地域は山梨県南都留郡西桂町上暮地内の殿入沢口

附近であって，富士鋸山の現場はこれに含まれる。殿入

沢口に至るには中央線大月駅から富士山麓電気鉄道三っ

　　　　　　　　　　　　　　かゑくれち峠駅下車，国道に沿い南西進1．3kmで，上暮地部落に

達し，さらに北西方に1．3km進む。三う峠駅から富士

鉱山現場まではトラックが運行し，交通運輸の便はきわ

，めてよい。

　2．2鉱区
　’鉱区番号・　試1863，試！912

　鉱業権者　　東京都中央区日本橋1の2国分ビル

　　　　　　東北砂鉄鉱業株式会社

＊鉱床部
！＊＊技術部

2．3稼行歌況
調査当時富士鉱山と称し，採掘および探鉱を行ってい

た。

富士鉱山事務所。
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第1図　富士鉱山位畳交通図

』

3．地　　形

本地域の南方を富士山麓から発する桂川が南西から北

東に流れ，北側には三っ峠山を主峰とする海抜1，00Q～

1，700mの山脈が南北に走り，この南斜面の海抜800m

を境としこれより高い部分は地形急峻であるが，それ以

下は丘陵陸地形となり，その間に殿入沢が発達し，沢口
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第2図　蝶入沢附近地形および地質鉱床図

は南東方に開析し，谷壁は20～30。の傾きを示し，V字形

の谷をなす。砂鉄層の露頭はこの斜面の裾に近く，谷底

より70m以下の高さに位置する。谷底は約10。の傾きを

示すので，道路の建設は困難でない。谷底の平坦地は広

い所で幅50mに達する。殿入沢の水量は選鉱用に利用す

轟曳

るのに充分であるが，下流下暮地において染織を行つてi

いる関係から，廃水の処理には特に注意を必要とする。
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4．地　質（第2・3図参照）

本地域の地質は第三紀層・沖積層めほか含輝石角閃石
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第3図　　断

安山岩等からなる。

　4．1・第三糸己層

　本層は御坂層および古屋層からなり，福田理らによれ

醸，中新期の堆積にか＞わるものといわれる。

　御坂層’
　本層は本地域内の最下部層で，主として緑色凝灰岩層

および凝灰質角礫岩層からなり，珪質頁岩層・砂岩層よ

’安山岩類等を伴ない，古屋層によって不整合に覆われ

る。

　古屋層
　本層は御坂層の上部，桂川層の下部に位し，桂川層と

は整合関係を有し，主として凝灰質砂岩・砂岩・礫岩等

の各層からなり，含輝石角閃石安山岩等にホリ貫ぬかれ

る。本地域においては凝灰質砂岩層が発達し，最下部す

なわち御坂層P直上部には享さ壕大30m・の含砂鉄層を伴

ない，別当坑附近および殿入沢口西側において含砂鉄層

は著しく喰締っている。そのほかに集塊岩・安山岩・凝

灰岩層・礫岩層および凝灰質頁岩層を伴なう。礫は主と

して凝灰質砂岩・輝石安山岩・輝石角閃石安山岩・玄武、

岩質安山岩・凝灰皆・珪質岩石類などである。輝石安山

岩中には流状構造を示すもの，玄武岩質安山岩中に磁鉄

鉱を多量に含むものがある。凝灰質砂岩は石英・斜長

石・普通輝石・角閃石・磁鉄鉱・チタン鉄鉱等のほか

に，上記の岩石粒を伴ない60mesh以上のものが多く，

処々に異常堆積が認められ，中新期の海棲貝化石が多量

に産する。

　別当坑の北西200mの所からNWの方向に向かって砂

岩層および礫岩層が発達し，さらにNWの方向に向かっ

て礫岩層を主とする桂川暦に潮移する。

　本層の一般走向ばN30。Eであって，谷の北西側にお

面 図

いては北西方に100以下，南東方においては南東方に50

以下・北側においては北方に5～10Qの傾きを示し，沢

の南方に緩傾斜する。

　4．2　含輝石角閃石安山岩

　本岩は主として本地域の西方に広く露出し，上記の各

層を貫ぬき，岩床状・岩脈状をなし，斑晶は主として角一

閃石および斜長石からなり，少量の普通輝石を伴なう。

角閃石の斑晶中には長さ1c皿を超えるものがある。その

ほかに燐灰石・磁鉄鉱などを少量伴なうげ古屋層を貫ぬ

く場合には附近の地層鱒軽度め珪化作用を与えている。「

4．3。沖積層・

　本層は谷庫に分布し・上記の諸岩石類から供給された

砂・礫・粘土などからなる。

5．鉱　　床

　5．1　概　読（第2・3図参照）

　本地域の砂鉄層は古屋層の最下部にあたる含砂鉄凝灰

質砂岩層中に胚胎し，御坂層との不整合面上またはその

近くに堆積する。母岩は少量の砂鉄を含む凝灰質砂岩を

主とし，凝灰岩・礫岩ポ頁岩などの薄層を挟み，凝灰質

砂岩はしぱしば異常堆積をなす（以下凝灰質砂岩を略し

て砂岩と称することにする）。含砂鉄砂岩層はN300W・

の方向を長軸とするドーム状背斜構造をとる関係上〕P露

頭は殿入沢口附近の両谷斜面の裾に沿い約2kmの間に

30ヵ所近く散在し，その北端部は下暮地に達し，最南端

の露頭は殿入沢口の西側に終わつている。』・

　砂鉄層中には茶褐色または濃緑色ないし黒色を呈する、

砂鉄が濃集しており，その形はレンズ状をなし，多く雁

行する（以下砂鉄の濃集部のことを略して濃集部と称す

る）。本地域の砂鉄開発初期に採掘したのは主乏してこ
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の部分の塊鉱である。ほかに黒色の濃集部が異常堆積砂

岩塊間を埋めていることがある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　濃集部の大部分は厚さ20c皿から2mで，延長10m程度

までの規模のものである。かって1万tの砂鉄を出鉱し

たといわれる金峯1号坑の濃集部は，きわめてまれ，な例

である。

　濃集部を挟む母岩中には柑当多量に砂鉄を含む（濃集

部より少ない）部分が認められるので，以下砂鉄層と称

するものはか》る部分を含めセいるものを指す。第2図

¶に示される砂鉄層はかΣる規模のものである・砂鉄層の

厚さが1m以下の場合には特に濃集部というべきも：のは

認められないことが多い。

　濃集部k接す逢母岩は通常砂岩のほかに含礫砂岩ない

し礫岩のことが多い。．

　5．2各読
　　　　　　　　　　　　　ひえいし　おもな砂鉄層は鳶名沢・丸山・貝石・冷石・北山・大

谷・金峯などの各地帯に散在レ，特に前3地帯の砂鉄層

の鉱況は優勢である。　　〇　　　一　　　　　　，

　鳶名沢砂鉄麿（第4・5図参照）
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　’砂鉄濃集部の傾斜
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　　　　　　一　　　　第5図　　坑内地質鉱床図　鳶名沢西坑

第4図　主要坑遽連絡図

　本地帯の砂鉄層は鳶名沢東坑から鳶名沢右沢附近の露

頭に至る約150mの間に散在し，厚さけ平均2mで，北

西に10～150傾く。

　鳶名沢東坑　本坑道は鳶名沢左沢の南斜面，現場事務

所からS400Wへ120mの所に位し，調査当時S25。IEの

方向に約22m掘進され，2濃集部が確かめられでいる。

坑口附近のものは5．5m×2m×0．5m，坑口から南ぺ

10m附近のものは10m×5m×1．5mの規模と推定ざ

れ，いずれもS　Eの方向に約10。の傾斜をとり，礫岩に

転化し，南引立附近において濃集部が喰締つている。

　鳶名沢東坑の南方約i50mの大久保の谷底に砂鉄塊が監・

散在しており，厚さ2nfを超える砂鉄層が3ヵ所に露出

しているが，濃集部は認め、られなかった。

　鳶名沢西坑　鳶名沢左沢南斜面，すなわち鳶名沢東坑

から西方約80mの所に鳶名沢西坑が開坑する。本坑道は

S50◎Eの方向に約15m延びておリジ濃集部のおもなも

のが2つ認められる。1っは坑口附近にある10m×5卑

－×1mの規模のもので，ほかは坑口からS500：Eの方向

に5m離れた所に4m×0．4m×5mの規模のものがあ

り，それぞれWまたはS，Wの方向に150傾き，礫岩に移

化することが多い。母岩は草緑色～暗緑色の砂岩ないし

一礫岩である。坑口から北方20㎡以内の所には厚さ1mの

砂鉄層が2ヵ所露出する。

　鳶名沢右沢　鳶名沢西坑から北方約60m隔たった鳶名

沢右沢北斜面に厚さ5mの濃集部が露出し，：NW200の

傾きを示し，一部礫岩に接し，斜面に沿い南北に約20m

追跡される。

　丸山砂鉄暦
　鳶名沢右沢から衣35。Eの方向に80m隔たった所に丸

山3号坑が開坑し，さらに同坑からN25。：Eの方向150

即に砂鉄層の露出がある。調査当時は丸即3号坑・丸山

2号坑・馬込坑にょり稼行され，その北端は含輝石角閃

石安山岩に接する。砂鉄層の厚さは露頭部においてお、
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・むね3m，’坑内において8mに達し，平均5mと推定さ

．れ，傾斜方向に最大30mまで確かめられている。濃集部

の傾きは概してW15～20。である。

　丸山3号坑　本坑道は西方に向かって約8・5m延びて

おり，確かめられたおもな濃集部は，琉口附近の2m×

2．5m×2mの規模のものおよび西引立附近の厚さ1m

．のものの2っであり，ほかに径20cm程度の濃集部がその

澗匠数個認められ，』砂岩に移化する部分が多い（第6

、図）。
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　丸山2号坑および丸山1号坑　丸山2号坑は丸山3号

二坑の北方約70mの所に，丸山工号坑はさらに北方約40m

の所に開坑し，両坑は坑内ぐ連絡する。両坑内において

砂鉄層はNSの方向へ約25m，EWへ約30mの範囲に，6

っの濃集部が確かめられる。そのうち最大規模のものは

20m×10m×8mの拡がりをもつている。』丸山2号坑坑
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口附近の濃集部はほとんど大部分礫岩に移化し，S　Eに

傾き，その他はいずれもNW15～20。の傾きを示す（第

7図）。

　馬込坑　馬込坑は丸山1号坑の北方25mの所に位し，

調査当時には坑内に崩壊があり，坑口から西方約10血1ま

でしか入坑できなかった。2濃集部が確かめられ，大き

い方は15m×4m×1．5mの規模を示し，礫岩に移化す

る部分が多い。坑口附近にはNS延長3m，厚さ30cmの

小規模の濃集部がある（第8図）。
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第8図　　坑内地質鉱床図　馬込坑

　貝石坑附近砂鉄暦

　馬込坑の北西約85mに貝石2号坑が開坑する。同坑を

中心とし，EW方向へ35m，NSへ20mの範囲に厚さ10m

に達する砂鉄層が露出する（第9図）。母岩は主として

異状堆積砂岩である。この露頭は本地域中最大規模のも

のである。この砂鉄層の南端は含輝石角閃石安山岩に接

する。貝石2号坑の西方約80mの南斜面にある影林坑附

近には厚さ20～40ρmの砂鉄層が認めら紅・さらに西に及

び，漸次喰締まり尖滅するものと推定される。影林坑の

北方約50mの所には別当坑が開坑し，厚さ1m以下の砂

鉄層が認められるが，鉱況きわめて劣勢である。

　貝石坑　貝石2号坑から北西方へ15m離れた所に貝石

＼
　難匙’・
　　・藁・『ム

卑

匿耀［コ　圏羅臼縣懸あ　唖難
　　　　　　〇　　　　　　　一〇m

第9図　貝石坑露頭見取図
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1号坑が開坑する。調査当時は貝石1号坑および貝石2

号坑は南西にそれぞれ28mおよび18m掘進されていた。

貝石2号坑内く第10図）において認められた濃集部は3

つで，いずれもSW！0ん200の傾きを示し，厚さ3m以

下，NS延長8m以下，傾斜延長8m以下の規模のもの

と推定される。このほかに小規模の濃集部が3っ認めら

れた。いずれも凝灰質に富ゑ，一貝石2号坑の南引立附近

においては濃集部は喰締り，暗緑色の砂岩となつてお

り，砂鉄層は南へ10。傾く。

　影林坑　本坑道は上下3坑道からなり，最下部の坑道

は緑色砂岩層中を南進しており，その上万3mの所に中

段坑道がある。坑内には最大厚さ40伽の砂鉄層が認めら

れ，貝石附近に較べ著しく喰締っている。母岩は主とし

て異状堆積砂岩層であ逢。さらに上部7mの所にけ最上

部の坑道があるが，露頭を僅かに掘った程度で，主とし

で緑色砂岩層からなり，多量の海棲化石を伴なってい

る。

　別当坑　本坑道は北方に向かって約10m掘進されてお

　　　　　じ　　　　　∫．砂岩
　　　　　■

　　　　　　　ド　　0　　ロ　　　　　コ　　　　　　　　　づ

　　　　　ク　ロ　　　　　　　　　　　　の
　ロ　　　　ノ　　　
　2・。。・凝！　　砂鉄濃集部

　　’幅　　裟篠
　　1　　　。σσ

り，坑口から北進4mめ所に7m×2m×0．5mの規模

の濃集部が賦存し，礫岩に移化する。：NW乳09の傾きを

示し，・北引立附近においては砂岩となる（第11図）。

　冷石坑附近砂鉄層　　　　　　　，　　　　　　　　一

　別当坑の北方100mの北斜面に位置し，その附近には

厚さ1．5mの砂鉄層が露出する。冷石坑坑口の東方露頭

から推定し，この地帯の砂鉄層はEWの方向に約50m延

びているものと推定される。冷石坑から西方に向かって

は砂鉄層は喰締る。・

　冷石坑　本坑道は北方に向かって約20m掘進され，北’

引立附近に17m×7m×1．5m規模の濃集部が賦存して

おり，’そのほかに厚さ20mのものが認められた。SWの

’傾きを示す濃集部は砂岩・異常堆積砂岩・礫岩などに移

化し，砂鉄層の下盤寄りには厚さ30叩の軟質濃集部を伴

なう（第12図）。

　章二ll－’ヤ

　　　、
　『粘据患＼
　　　　略｝　　　　、　　　r　　　■　　　　、　　　　ー　　　　　ボ　　　　　　リ　　ロ　　　　リ　ー　　　　　　ヤ　　リ　　　　　、粘、”　　砂N　　　　　’P臼P士
　　　　　　　　　　し　　　　　■9層
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　　　　　懸．
　　　　　蓼㌦
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　葵

　集
　部
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第12図　　坑内地質鉱床図　冷石坑

　北山坑附近砂鉄層

北山坑は冷石坑の北東方約100mの所に開坑する。本『』

坑を中心とする砂鉄層は：NE・》SWの方向に約60m延び’

るが，本坑はN30QWの方向に約20m掘進され，坑内にお

いては上盤は含礫砂岩層，踏前は砂鉄層で，厚さは最大』

ノ

り＼　　6

一凧0　　　　　5爪

一一第11図　　坑内地質鉱床図

　　　別当坑

［コ髄　　團黙騰儲「醍向燗、

第13図　坑内地質鉱床図北山坑
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80cmである。一部に異常堆積の部分が認められ，NWの・

方向に5Qの傾きを示す。北山坑坑ロカ＞らSWへ巧m進

んだ所に厚さ1．5mの砂鉄層が露出し，下盤は礫岩層で

ある。同坑から北東方に30～40mの所に砂鉄層が露出す

る・（第13図）。

　大谷坑附近砂鉄層

　大谷1号坑は北山坑の東約120mの所に位し，同坑か

ら北西方30mに大谷2号坑が開坑する。附近に2砂鉄層

があり，これらの坑道により探鉱されている。

　大谷1号坑　本坑道附近には延長10mの砂鉄層が露出

し，SWに工oo傾く。坑内において認められる堆積順序

は天井から踏前に向かって厚さ85mの緑色砂岩層，厚さ

20cmの含粘土層，厚さ65cmの砂鉄層となつている（第

14図）。

　　尋．砂岩

　　ぐ≒含粘土層
埴分　　　砂秩層
お折』

よ試
び料
番採、
号取

0　　　　　　5η1

一第14図　　坑内地質鉱床図　大谷1号坑

　大谷2号坑　本坑道はN400Wの方向に7m掘進され，

厚さ1．5mの砂鉄層が認められる（第！5図）。

ど2－1』ノ

郷，彪
分析試料採取卜：、

地および番号

0 5肌

E］眺囲鰍貧綿
第15図　　坑内地質鉱床図　大谷2号坑

．寄せの沢・金峯地帯の砂鉄属

　大谷坑の南東方に寄せの沢坑・富士見坑・金峯等の殿

入沢北東斜面に多数の砂鉄層が露出している。鳶名沢・

丸山などの砂鉄層のように開発が進まず，一般にこれら

に較べて鉱況が劣っている。

　寄せの沢坑　大谷1号坑の南東方約1301hの所に寄せ，

の沢坑がある。本坑道内において厚さ0．2～0．5mの砂

鉄層が認められ，北引立附近において厚さ0．2mと喰締・

っており，NEへ5。以下の傾きを示す。

　富士見坑　本坑道は寄せの沢坑の南東方360mの所に

位置し，坑内崩壊がはなはだしいため坑内状況を明らか

にし得な恥が，坑口附近に砂鉄層が露出しており，厚さ

1．8m，EW延長12．2mと推定され，上盤は礫岩層，下

盤は砂岩層からなり，東方に向かつてきわめて緩やかに

傾斜する。富士見坑から南西の方向80m，35mの下部に

は砂鉄の転石があり，おそらく富士見坑附近の砂鉄層か

ら転石と推定される。

　金峯砂鉄層　金峯5号坑は富士見坑の南方20mの所に

位置し，さらに南方250mの間に金峯2号坑・金峯1号

坑などが散在する。金峯5号坑附近の砂鉄層け厚さ5m

に達し，そのなかに厚ざ1．2mの濃集部が胚胎する。下

盤は緑色砂岩層で，東西方向に工Omの延長まで剥土され

ている。金峯2号坑は金峯5号坑の南方100m¢）所に位

する。附近の露頭は厚さ1．5；nの濃集部を含む砂鉄層

で，その南東方約5mの金峯2号坑坑内においては，両

盤とも砂岩からなり，上盤には一列並びの礫を伴なう。

金峯2号坑から南方約100mの所には金峯1号坑があ

り，坑内崩壊がはなはだしく，坑内状況は明らかでな

い。附近にはその一部と推定される東西の方向に15m延

びる露頭があって，その一部と推定される。

　選鉱場附近の川砂鉄

　選鉱場の東側を南下する小渓中に約！kmにわたって

砂鉄が堆積している。これは廃石から導かれたもので，

もっとも厚い所は40cmである。

6．鉱　　石

　6．1鉱石鉱物1

　鉱石鉱物は磁鉄鉱・赤鉄鉱・褐鉄鉱・チタン鉄鉱を主

とし，粒度は0．2～0．3四程度のものが多い。磁鉄鉱粒・

が多量に含まれるが，青森県天間林地方の第三紀層中の

砂鉄ほどは多くない。チタン鉄鉱および赤鉄鉱の単体は

、比較的少ない・磁鉄鉱中に赤鉄鉱の格子を含む砂粒が相

当多く含まれ，強磁性部にも，その残部中にも同様に多

く含まれる。残部における赤鉄鉱の格子の幅は割合に大

きく，幅0．05mmに達し，赤鉄鉱分子が80％以上を含む砂

粒が認められる。磁鉄鉱は割れ目，周辺に沿って赤鉄鉱

化作用を受けるものがある。磁鉄鉱中にチタン鉄鉱の格

子が認められるものはきわめてまれであるが，赤鉄鉱の

場合は比韓的に多い。また黄鉄鉱はごく少量の磁鉄鉱中，
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に包有されていることもある。

　6．2脈石鉱物
　脈石鉱物は石英・斜長石・輝石．r緑色角閃石などを主

とし，少量の燐灰石などを伴なう。石英は破片状Qもの、

が多く，まれには半自形ないし自形のものが認められて

おり，輝石類は紫蘇輝石・普通輝石からなり，前者は比

較的に多く，褐鉄鉱化するものも相当多い。普通輝石は

少なく，緑泥石様の緑色鉱物に変化するものがあり，さ

らに，風化分解して褐鉄鉱化するものも認められる。緑

色角閃右も少なく，普通輝石同様に分解作用を受けてい

る6これらの緑色鉱物は黄鉄鉱・燐灰石・磁鉄鉱などを

包有する。’

　このほか安山岩・玄武岩質安山岩・粗粒砂岩などの岩

石粒が相当多数含まれている。安山岩粒中には流状構造

を示すもの，玄武岩質安山岩粒中には微粒ないし径0．1

㎜程度の磁鉄鉱を含むものがあり，石英安山岩・石英粗面

岩などには石英斑晶と推定される粒が認められ，火山灰’

・質の物質が上記の砂粒間を充し，一部は褐鉄鉱化する。

，7．品　位

　　採取試料の化学分析結果は第1表および第2表に示す

　　通りである。採取粗鉱の大部分にっいては600ガウスの

　・永久磁石により，強磁性部とその残部とに分けて化学分

　　析した。

　　7．1鉄分およびチタン分

　　・チタン分（TiO2）にっいては概して強磁性部はTiO2

　　4～8％ゼある。

　　強磁性部中に含まれる鉄分を粗鉱中のものに直した品

　　位を鉄の有効品位と呼ぶことにする。鉄の有効品位（a）

・　　と粗鉱中め鉄品位（S）との比の百分比は着磁率（m）

　　≧呼ばれている。これらの関係は次式により示される。

　　　a／s二m／100

　本地域内において殿入沢西斜面の各砂鉄層は比較的鉄

品位が高く，鳶名沢・丸山・貝石の各砂鉄層は平均鉄有効

品位20～25％を示し，濃集部中には30～35％の鉄有効品・

位を示す部分がある。金峯附近，富士見坑，大谷坑の各

砂鉄層はいずれも開発が進んでいないが，Fe25％以上

の有効品位を示す部分がある。北山坑にも同様な鉄右効

’品位を示す濃集部があるが，砂鉄層としては平均鉄有効

品位エ0％以下となり，鉱況劣勢となる。別当坑・冷石

坑・寄せの沢坑などの各砂鉄層の平均鉄有効品位は5％

と推定され，鉱況きわめて劣勢である。

　第1表に示されるFeO－Fe203－Tio2の関係（分子比〉’

を・3角図で示せば，第！6図の通りである。Tio，分子に

＼／
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　　　　　　　　　o原鉱　、　　彊磁性部　　a残部
ふ　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　第16図　　殿入沢附近砂鉄FeO－Fe203－TiO23角図

っいては割合が大体一定しているが，残部の方では強磁

性部に較べFe203分子の割合が大で，：FeO分子の割合

が著しく小である。これは赤鉄鉱・褐鉄鉱の存在による

ものであろう。・　　　　　　　一1

　7．2不純分
　砂鉄中の不純物の含有状況獄第2表に示される通り）

で，それを総括すれぱ下記に示される通りである。一

　燐、燐分はお＞むね0．02％以下であるが，大谷2号坑

における一試料にっいては0．08％を示しており，検鏡に

より燐灰石が少量砂鉄中に含まれていることが確認され

第1表　選鉱処理関係試料化学分析結果

種 類

鉄 精 鉱

箆｛磁騨ら欝　もの念

　磁選機より50m川下堆積物141）

綴灘翻淵：欝lll

磁力別

原　亀鉱

強磁性部

原　 鉱

強磁性部

　、グ

残　　部

彊磁性部

着磁率
　（％）

35．9

32．9

36．4

30．5

化学分析結果（％）
TFe

48．24

47．36

35．04

47．36

55．36

44．88．

50．24

lFeO

18．41

16．33

9．29

14．55

18．48

3．85

14．84

Fe203

48．48

49．53

39．79

51．51

58．56

59．84

・55．30

FiO2

7．41▲

8．03

5．16

7．71

9．36，

7．60

8．51

▲SiO210。40％，P　O．00％，S　O．Ol％，A12033．98％，MnO　O。48％，CaO　O．36％，MgO3．32％，V2030．47％，Cr　O．00％，Cu　O．00％

　　　　　　　　分析：化学課　後藤隼次

、　一
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　　　　　　箪2表採取試料化学分析結果

記号』

×1

　2

　3

×4

　5

　6

　7

　8

　9

×10

11

12

13

14

15

1』6

17

18．

19

20

×21

22

23

24

L25

26．

27

28

29

30

31

32’

33

34

35

36

F
3
7
38

39

×40

採取箇・所 種
．

類

別．当坑内
　　ク．
冷石坑西側露頭

北山露頭
　　、ゲ

、北山坑内
大谷1号坑内
　　グ臼

　　グ
大谷2号坑内．

　　ク
　　〃
寄せの沢坑内

富士見坑上鉱
富士見坑下転石

金峯5号露頭
金峯2号玩外

　　”．1
金峯2号坑内

　　グ
金峯1号
貝石坑内一
　　ゲ
　　ケ（緑色鉱）

貝石坑西側露頭

馬込坑内
　　ゲ
丸山1号坑内

　　〃
丸山3号坑内

　　グ
鳶名沢右沢露頭

　　〃
　　〃
鳶名沢西坑外

鳶名沢西坑内

　　〃
　　〃
　　グ
鳶名沢東坑内

原　鉱
張磁性部．

　〃
　〃
　グ
　ゲ
　〃
残　 部

強磁性部

b原　鉱
、張磁性部

　〃
　ゲ
　〃
　グ
　，ゲ

　〃
　〃
　〃
　ク
原　鉱
強磁性部

　〃
　ゲ
　グ
　〃　
残　 部

強磁性部

残　 部

強磁性部

残　 部鵯、

原　鉱
張磁性部

残　部
弓墨磁’距坐音β．

　〃
　〃
残　 部

強磁性部

原　鉱

化学分析結果ズ％）
TFe FeO

33．31

38．40

31．44

52．84

40．88

28．08

33．04

9．76

37．52

38．06

46』00

43．28

36．40

50．88

48。88

44．88

46．88

46．40

42。40

47．52

45．2β

36．40

46．00

、43．04

45．52

48．40

28，56－

49．i2

21．60

45．28

23．44

14．72

44．40

24．56

46．88

26．32

37．04

13，84

36．40

、・45．70

Fe203

6．16

16．63

15，．74

17．81

15．59

’17．08

13．21

14．03

15．74

i7．08

10．27

13．81

15．81

13．53

10．97

18．48

12．54

11．45

16．63

9．94

17．30

4．97

20．49

18．78

14．89

17．81

2．89

17．75

『3．04

14．62

2．97

2．49

15．88

4，45

19。、90

11．95

17．38

5．49

15．81

10．50

Tio2

35．47

＄4・34

30』99

62．35

39．94

29．10

27．79

8．41

30．85

47．60

44．87

43．39

34．52

52．91

52．53

45。15

52．31

50．71

43．10

48．93

53．34

36．77

48．17

46．41

48．56

49．58

37．59

50．47

27．48

48．46

30．19

18．30

45．80

30．15

44．88

24．33

33．62

13．67

34．45

53。70

P

4．85

6．24

5．04

5．58

6．52

4．48

5．58
1．32’

6．53

4．04

7184

6．76・．

’β．98

8．50

8．03

7．52

7．20

7．72

7．20

7．70

6。11

5．53

7．39

5．98

7．78

7．71

3。40

8．00

2．72

7．39

3．69
2．砧

6．96

3．71

7．69

4．24

5．52

1．56

5．60

7．00

0，012

0．012

0．00

0．08

0．00

0．014

0．00

0．02

0．00

0．008

S

0．010

0．008

0．02

0．015

0．00

F
v
2

05

0．018

0．01

0．ooI

O．00

0，027

Cu Cr

△SiO216．26％，AI203’3．38％，MnOO．42彩，CaOO．36彩，MgO4ユ2％

，その他膿調蜥f瞠課後藤鰍分析

tr　　tr

O．41　tr

O．37　　0．004

tr　　tr

O．40、9．003

0．09。tr

－　 0．008

0．28　一ダ

0．00　0．00

0．36　　0．007

0．09　tr

×東北砂鉄鋼業株式会肚分析

0．00

0．00▲

0．00
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第3表採取試料．鉄有効品位

記・号

’
、

’2

3
5
6
7
9

11

12

13

14

15

16　「

18

19

20

22

23

24

25

26

28

30

33

35

36

37

39

採取箇所

別　 当　・抗　 内丁

冷石坑西側露頭
北　 山　坑　 内

　　　び
大谷1号抗内
　　　〃
大－谷2号一坑内

　　　グ
寄せの沢坑・内
富士見坑上鉱
富士見坑下転石
金峯響5号露頭
金峯2号1抗外
金’峯2、号坑内
　　　、〃

貝　石　坑　内
ゲ

〃

〃

馬　込　抗一内

着磁率
（％）1

丸山1号坑内
丸山3号坑内
、鳶名沢右沢露頭
鳶名沢西坑露頭．
鳶名抗西坑内
　　　〃

ク

12．8

23．2

26．8

15．0

58．2

44．9

35．3

51．8

17．6

32．4

65．3

37。3

49．6

28．0

35．5

30．7

61．9

64．4

67．7．

77．1

47．8

72．2

67．6

26．3

33．5

33．0

23．8

TFe
（％）

38．40

31．44

40．88

28．081

33．04

37．52

46．00

43．28

36．40

50．88

48．88

44．88

46．40

42．40

47．52

36．40

46．00

43．04

45．52

48．40

49。16

・45、28

44．40，

46．80

26．32

37．04

36．40

鉄有品位
　（％）

・4．9

7．3

10．9

4．2

19．2

16，8

16．2

32．4

6．4

16．4

30．9

’16．7

23．0

11。8

16．8

11．1

－28．4’

27．7
・30．8

37．3

23．4

32．6

30．0

12．3

、8。8

12．2

8．6

た。

硫黄　硫黄分は0．og3％以下である。これは主として

黄鉄鉱・黄銅鉱などの硫化物によるも のと推定される。

クロム　クロムはきわめて少ない。

銅銅分も0．01％以下できわめえ低く，主として黄

銅鉱・黄鉄鉱などに含まれる銅分に関係する。

バナジン　V205は概して0．80％以下であるが，鳶名

沢西坑（強磁性部〉の鉱石はV2050．36％，北山露頭『

（原鉱）は0．4！％，金峯2号露頭（強磁性部）は0．40％

大谷1号坑（残部）は0．37％を示し，いずれもV205の

含有率が高い。

とする。

第　4　表

砂鉄層名匹評
鳶　名　沢

丸　　 山

．貝　　石

20

150

50

厚さ、
（m）

5
5
10，

幅
（即）

10

20

25

推定鉱量の合計は68，000tとなり，既採掘量30，000

tを差引けば，残存推定鉱量は38，000tとなる。．

　　　　　第’　5　表

砂鉄層名
　　　　　　8．鉱　量、
　地域内の砂鉄層中，比較的開発の進んだ鳶名沢・丸

一山・貝石の各砂鉄層に関して推定鉱量を計算する。その対

象となる砂鉄層の規模は第4表に示される通りである。

平均品位はFe20％，、Tio28％と見込み，比重を2．4

鳶

丸

貝

北

金

名　沢

　山．

　石
　山
　卜峯

延．長
（m）

130

170

60

50

220

厚さ
（m）

5
5

10－

3
5

幅
（m）

30

・50

，30

30

50
＼
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山梨県殿入沢砂鉄鉱床調査報告　（宮本弘道・時津孝人・藤本弁蔵・長岡東洋男）’

　またおもな砂鉄層の規模を予想すれば，第5表に示し

た通りである。

平均品位Fe20％，Tio28％と見込み，比重2．4と

して予想される鉱量は260，000tと計上される。

9．開　発

9．1沿革
本地域の砂鉄層は昭和12年，土地の人小沢喜由によっ

て発見された・昭和璋年熊沢某により鉱区設定をみ・金

峯鉱山と称し，終戦まで稼行された。総出鉱量25，000

t（Fe40～50％）であつた。その後昭和26年5月鈴木

栄太郎，昭和28年8月小沢喜由を径て昭和29年3月現権

者に鉱業権が移り，直ちに探鉱を開始し，こんにちに至

る。

9．2現況．
稼行鉱床　鳶名沢・丸山・貝石坑・大谷坑の各砂鉄層

稼行坑道　鳶名沢東坑・鳶名沢西坑・丸山1号坑・丸

1山2号坑・丸山3号坑・馬込坑・貝石1号坑・大谷1号

坑・大谷2号坑・、

採掘　坑内掘　鳶名沢西坑のみ機械掘

（動力コンプレッサー3旺P）その他は手掘

　運搬　簡易索道5，長さ25～200m

　大谷坑・丸山各坑・貝石坑からのものは中継地よりト

ラック，その他は索道により選鉱場に直接運ばれる。

　選鉱

　　　　　　　　　　　　　　　　　鉱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　ジヨー・ク
　　　　　　　　　　　　　　　15H⊃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　ポ　ー
　　　　　　　　　　　　　　　50王P
　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

9．3出鉱
出鉱量
昭和30年5月　　・158t

　　　6月　　100t
　　　7月　　400tの見込
送鉱先　東北電化工業KK大間々工場

　　　　電気銑の原料となる。

10．結　論

殿入沢附近には斜面に沿い2kmの問にわたって多数

の露頭が散在する。このうち多少とも斜面に沿って延長

が確かめられているのは西谷壁の丸山・貝石・鳶名沢な

どの砂鉄層で，地表から深部へ約30m探査されてγ期待．

のおけるのは馬込坑から鳶名沢東坑にかけての地帯で，

特に丸山3号坑以南の部分はそのうちで肇将来性がある

部分と思料する。貝石坑附近の砂鉄層は斜面に沿う延長’

も限られ，僅かに深部への探査が残っ』ているにすぎず，

丸山ないし鳶名沢の砂鉄層に較べ期待はもてない西谷壁

の砂鉄層に対する今後り探査方針としては次に示される

部分の状況を明らかにすることが必要である。

　灸　鳶名沢各坑道および露頭の関係

　h　丸山3号坑および鳶名沢右沢露頭間

　c．丸山3号坑を中心とする部分

　α　鳶名沢東坑の深部等

槽

ツシヤー
30mm

ノレ・ミ　　ノレ

40＃～60＃

　一サンド・ポンプ
　　　　5王P
　　　　　↓
』シリンドリイカル・シックナー

　　　　　↓
　　磁選分離機
　グレンデル』800ガウス5仔
　　　　　↓

　　　　　　　↓
　　　　　　鉱尾
Fe19～20％，　TiO26～8％，　SiO65～70％

　　　↓
　　鉄精鉱Fe53％　Tio26」8％
　　　　↓一

　↓

溢流
　↓

　↓

精鉱溜

↓

給水には水揚タービン（5腔）・により行う。

受電電力　30年6月　4，810kWh

電力にっいては地方的に余裕がある。

従業在籍数　　62人

採鉱関係　50人　　選鉱関係　12入

　↓

放流
東谷壁の砂鉄層は概して西谷壁に較べ，関発が進んで

いないが，大谷坑・富士見坑・金峯附近にいずれも優勢，

な露頭が散在しているが，そのうち金峯附近の砂鉄層が

最も優勢な鉱況を示しており，今後相当の期待がおけ

る。　　　　　　　　　（昭和30年7月調査）
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